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�����今月の主なページ 

 2 9月定例村議会 

 13 秋の味覚狩り 

 14 人権教育紙上講座 

 16 健康センター通信 

 17 こんにちは社協です　 

 18 暮らしの便利帳　 

 20 戸籍の窓 

武芸百般 
（ぶげいひゃっぱん） 

�����今月の人口・世帯 
人口……4,308人　世帯……1,450戸 

　10月17日、第47回依田窪柔剣道大
会が丸子町総合体育館で行なわれまし
た。武石小学校からは１0名が参加し、
日頃の練習の成果を競い合いました。 
　柔道を習っているこどもたちは武石
村に柔道クラブがないため、長門町の
グラブに通って練習しているそうです。 
　これからもがんばって柔道と剣道を
続けてくださいね。 



（3）広報武石 平成１６年１１月号　No.448

合併検討経費……………………………………1,157万円

若者等定住促進住宅新築等補助金……………2,300万円

村営バス運行事業 ………………………………458万円

貸切代替バス運行事業（千曲バスへ補てん）…1,526万円

衆議院議員選挙費 ………………………………482万円

県議会議員選挙費 ………………………………244万円

村長村議会議員選挙費 …………………………419万円

武石村社会福祉協議会補助金…………………1,095万円

温泉施設利用補助事業 …………………………787万円

老人ホーム入所措置事業………………………1,422万円

同和地区施設整備事業…………………………3,507万円

福祉企業センター費……………………………9,077万円

保育園費…………………………………………9,153万円

依田窪福祉医療事務組合負担金 …………1億1,497万円

上田地域広域連合斎場負担金…………………1,214万円

上田地域広域連合清浄園負担金………………1,843万円

丸子クリーンセンター負担金…………………2,527万円

開発公社管理委託（名産センターほか）……2,000万円

基盤整備促進事業（唐沢地区ほか）…………1,468万円

県営中山間総合整備事業 ………………………836万円

国土調査地籍調査………………………………1,818万円

松くい虫防除対策事業 …………………………621万円

うつくしの湯運営委託料………………………5,670万円

観光施設整備（雲渓荘ほか）…………………4,521万円

産業育成資金経費………………………………1,109万円

総務費 6,586万円 衛生費 3億7,081万円

民生費 2億5,041万円

農林水産業費 6,743万円

商工費 1億1,300万円

議会費 5,000万円 1.6％ 

民生費 
（福祉関係） 
5億5,616万円 
17.6％ 

農林水産業費 
3億7,658万円 
11.9％ 

総務費 
3億9,209万円 
12.4％ 

教育費 
2億9,094万円 
9.2％ 

土木費 
3億1,225万円 
9.9％ 

公債費 
（村の借金の返済金） 
5億29万円 
15.9％ 

   商工費 
2億8,399万円 
9.0％ 

消防費 
8,351万円 2.6％ 

衛生費 
（保健・ゴミ・環境関係） 
2億9,481万円 
9.4％ 

諸支出金 
1,125万円 0.4％ 

労働費 
1万円 0.0％ 

歳
出 

31億5,187万円 31億5,187万円 31億5,187万円 

歳出の構成比は民生費が17.6％と

もっとも多く、公債費15.9％、総

務費12.4％となりました。 

歳出 

平成15年度
 一般会計決算報告 平成15年度
 一般会計決算報告 平成15年度
 一般会計決算報告 

このため、基金を3億1,770万円（歳入全体の約1割）とり崩しました。

実質単年度収支で
2億6,200万円の赤字。

村道飛魚線改良事業…………………………1億494万円

村道小寺尾線(上小寺尾橋)改良事業 …………6,984万円

村道大平線改良事業……………………………2,983万円

村営住宅維持修繕費 ……………………………246万円

上田地域広域連合消防負担金…………………5,759万円

防火水槽整備事業 ………………………………627万円

中間教室運営事業 ………………………………388万円

高校生通学補助 …………………………………852万円

小学校費…………………………………………7,085千円

中学校費…………………………………………6,830万円

文化財保護事業 …………………………………265万円

ともしび博物館経費 ……………………………859万円
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消防費 6,386万円

教育費 1億6,279万円

土木費 2億707万円

歳
入 諸収入 1億3,288万円 4.0％ 

県支出金 
1億1,117万円 3.3％ 

国庫支出金 
6,625万円 2.0％ 

前年度繰越金 1億953万円 3.3％ 

・使用料及び手数料 6,791万円 2.0％ 
・財産収入 6,075万円 1.8％ 
・分担金及び負担金 3,324万円 1.0％ 
・寄付金 1,085万円 0.3％ 

地方交付税 
13億9,896万円 
42.1％ 

村税 
3億3,102万円 
10.0％ 繰入金 

（積立金のとり崩し） 
3億1,770万円 
9.5％ 

村債 
（村の借金） 
5億5,870万円 
16.8％ 

33億2,672万円 33億2,672万円 33億2,672万円 

歳入の構成比は村税などの自主財

源が32％、地方交付税などの依存

財源が68％となりました。 

歳入 
依
存
財
源
分

自
主
財
源
分

・地方譲与税 5,273万円 1.6％ 
・地方消費税交付金 3,763万円 1.1％ 
・自動車取得税交付金 2,327万円 0.7％ 

・地方特例交付金 996万円 0.3％ 
・利子割交付金 329万円 0.1％ 
・交通安全対策特別交付金 90万円 0.0％ 

９月定例村議会が９月６日から21日までの16日間の会期で開かれました。
今回の定例会では、平成15年度の各会計の決算について審議されたほか、平成16年度の一般会

計と国民健康保険特別会計の補正予算案などについて審議されました。今回はこれら９月の定例
村議会の内容についてお知らせします。

国民健康保険 3億4,372万円 2億8,832万円 

老人保健 5億3,094万円 5億888万円 

診療所 1億7,800万円 1億5,895万円 

簡易水道 1億2,200万円 1億1,743万円 

獅子ヶ城簡水 1,658万円 1,385万円 

農業集落排水 2億2,583万円 2億1,813万円 

同和住宅 284万円 276万円 

会計名 歳　入 歳　出 

特別会計の決算額 

平成12年度末 15億2,932万円 1億7,035万円 

平成13年度末 15億4,719万円 1,787万円 

平成14年度末 14億1,154万円 △1億3,565万円 

平成15年度末 12億1,701万円 △1億9,453万円 

 残　高 増　減 

一般会計基金残高の推移 

※定額運用基金は含みません。 

9月定例村議会



栗
原
　
文
江
氏

加
藤
　
敏
雄
氏

〇
「
郵
政
事
業
の
経
営
形
態
」
の
堅

持
に
関
す
る
請
願（

全
員
賛
成
採
択
）

〇
中
小
企
業
の
当
面
す
る
金
融
上
の

困
難
を
解
消
し
、「
金
融
ア
セ
ス

メ
ン
ト
法
」
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
要
望
す
る
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）
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契
約
の
相
手
方

北
沢
土
建
株
式
会
社

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

櫻
井
朝
男
氏
・
小
松
敏
悦
氏
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

依
田
則
俊
氏
・
川
合
宣
勝
氏
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

〇
人
権
養
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

伊
藤
　
孝
氏
の
推
薦
に
同
意
し

ま
し
た
。

〇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
同
補
充
員

の
選
挙

（
任
期
　
平
成
16
年
11
月
８
日
〜

平
成
20
年
11
月
７
日
）

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

下
城
　
嘉
守
氏

荻
原
　
茂
雄
氏

武
井
　
孝
雄
氏

清
住
　
　
和
氏
　

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

池
田
　
弘
雄
氏

高
橋
　
勝
功
氏

え
、
七
ヶ
農
村
婦
人
の
家
の
カ
ー
ペ

ッ
ト
の
取
替
等
で
あ
る
。

問

農
業
振
興
費
の
農
業
用
資
材
の

内
容
は
。

答

巣
栗
地
区
の
練
馬
区
体
験
農
園

へ
植
え
付
け
を
行
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
苗
木
代
と
各
地
区
の
活
性
化
組

合
へ
配
布
し
た
苗
木
代
、
稚
魚
代
で

あ
る
。
苗
木
の
内
容
は
、
下
本
入
地

区
は
栗
、
市
ノ
瀬
地
区
は
ス
イ
セ
ン
、

上
小
寺
尾
地
区
は
ア
ジ
サ
イ
、
七
ヶ

地
区
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
稚
魚
は
上
武

石
地
区
の
フ
ナ
で
あ
る
。

問

武
石
村
の
と
も
補
償
事
業
の
今

後
の
推
移
は
。

答

十
五
年
度
は
村
か
ら
七
百
万
ほ

ど
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い
る
が
、

今
年
は
武
石
村
だ
け
が
制
度
を
残
し

て
国
か
ら
来
る
拠
出
金
で
運
営
し
て

い
る
。
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、

国
・
県
・
村
の
関
与
が
な
く
な
る
た

め
、
と
も
補
償
制
度
は
順
次
廃
止
す

る
予
定
で
あ
る
。

問

松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
の
内

容
と
空
中
散
布
の
今
後
に
つ
い
て
は
。

答

松
く
い
虫
の
被
害
地
区
は
、
鳥

屋
区
が
一
番
多
く
、
上
小
寺
尾
に
ま

で
広
が
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
、
被

害
量
は
二
一
一
・
五
�
と
な
っ
て
い

る
。
空
中
散
布
は
、
県
の
方
針
で
は

中
止
と
な
っ
た
が
、
上
小
地
域
は
上

田
市
を
中
心
に
被
害
が
多
く
、
事
業

の
縮
小
を
し
な
が
ら
も
、
実
施
に
つ

い
て
の
要
望
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

問

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
の
実

績
と
対
策
は
。

答

十
五
年
度
実
績
に
つ
い
て
は
、

シ
カ
三
十
七
頭
、
イ
ノ
シ
シ
十
三
頭

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
の
芝
が
イ
ノ
シ
シ
に
よ
っ

て
は
が
さ
れ
た
り
、
村
有
林
の
ヒ
ノ

キ
の
幹
の
皮
が
む
か
れ
て
枯
れ
る
と

い
う
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
今
年

は
幹
に
薬
を
塗
る
等
、
被
害
対
策
を

考
え
て
い
る
。

問

国
土
調
査
事
業
の
昨
年
度
の
実

績
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答

昭
和
五
十
三
年
度
の
事
業
開
始

か
ら
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
は
平
地

部
分
を
終
了
し
、
昭
和
六
十
二
年
度

か
ら
現
在
ま
で
は
、
山
林
部
分
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
十
五
年
度
は
上

小
寺
尾
、
大
布
施
地
区
の
一
・
一
�

の
調
査
を
実
施
し
、
十
六
年
度
は
巣

栗
、
内
ノ
山
地
区
の
〇
・
八
�
の
調

査
中
で
あ
り
。
今
後
は
、
今
年
度
で

現
地
調
査
を
終
了
し
、
十
八
年
度
に

は
全
て
の
計
画
地
区
が
終
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

問

国
土
調
査
終
了
に
伴
う
税
の
見

直
し
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

山
林
部
分
が
全
て
終
了
し
た
時

点
で
税
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

問

各
種
育
成
事
業
の
育
成
の
期
間

と
方
法
は
。

答

当
初
は
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ

る
経
費
か
ら
、
運
営
経
費
に
な
っ
て

い
く
傾
向
が
あ
る
が
、
成
果
主
義
の

導
入
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問

練
馬
区
体
験
農
園
管
理
の
内
容

と
今
後
に
つ
い
て
は
。

答

練
馬
区
の
林
間
学
校
の
子
供
た

ち
に
、
練
馬
教
育
委
員
会
が
農
業
体

験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
武

問

農
業
振
興
費
の
施
設
維
持
補
修

費
が
前
年
の
二
倍
ぐ
ら
い
の
支
出
に

な
っ
て
い
る
が
そ
の
内
容
は
。

答

山
村
振
興
事
業
で
建
設
し
た
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
も
の
で
、
武
石

観
光
セ
ン
タ
ー
釣
堀
の
橋
架
け
替
え

修
理
、
雲
渓
荘
釣
堀
の
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
の
屋
根
修
理
、
巣
栗
キ
ャ
ン
プ
場

の
ト
イ
レ
修
理
、
緑
地
等
中
央
管
理

セ
ン
タ
ー
の
防
炎
カ
ー
テ
ン
の
取
替

人
　
　
事

選
　
　
挙

陳
　
　
情

請
　
　
願

小学校のイケスをフナの越冬に利用（上武石地区）

委
員
会 

  

付
託
案
件
の
審
議 
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決
算
の
審
査
は
、
小
山
八
州
代
表

監
査
委
員
と
児
玉
将
男
監
査
委
員
に

よ
り
７
月
16
日
、
８
月
６
日
、
25
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

●
財
政
の
状
況
に
つ
い
て

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
歳
出
差

引
き
残
高
は
、
１
億
７，

４
６
５
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
基
金
の
取

り
崩
し
３
億
１，

６
７
３
万
円
を
繰

り
入
れ
て
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
基
金
に
つ
い
て
は
、

15
年
度
は
予
算
積
立
の
１，

１
２
４

万
円
と
決
算
積
立
の
１
億
１，

１
０

０
万
円
を
行
い
、
15
年
度
基
金
残
高

は
総
額
14
億
８，

７
４
１
万
円
と
な

り
、
前
年
比
で
１
億
９，

１
４
８
万

円
の
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ

る
、
国
庫
補
助
負
担
金
・
地
方
交
付

税
の
削
減
傾
向
に
あ
っ
て
、
今
後
、

歳
入
の
増
加
が
見
込
め
な
い
中
、
本

村
は
こ
れ
か
ら
地
方
債
償
還
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
歳

出
は
公
債
費
を
中
心
と
し
た
経
常
経

費
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
行
財
政
の
簡
素
効
率
化
を
一
層

推
進
し
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
、
政
策
的
経
費
に
つ
い

て
は
、
そ
の
必
要
性
、
妥
当
性
等
を

よ
く
吟
味
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
起
債
管
理
・
基

金
管
理
に
配
慮
し
、
将
来
を
見
据
え

た
的
確
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

●
村
か
ら
各
種
団
体
や
事
業
に
支
出

し
て
い
る
補
助
金
等
に
つ
い
て

補
助
金
や
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
講
師

謝
礼
等
に
対
し
て
は
、
補
助
金
等
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
目
的
、

支
出
額
、
効
果
等
に
つ
い
て
検
証
し
、

目
的
が
達
成
さ
れ
た
も
の
は
廃
止
・

削
減
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
村
の
全
般
的
な
補
助
金
等
に
つ

て
は
、
行
政
の
責
任
分
野
、
経
費
負

担
の
あ
り
方
、
行
政
効
果
等
を
精
査

し
、
よ
り
効
率
的
な
補
助
金
交
付
に

さ
ら
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
一
層
の

補
助
金
等
の
見
直
し
ま
た
、
削
減
を

実
施
し
て
下
さ
い
。

●
依
田
窪
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

依
田
窪
病
院
は
、
一
般
会
計
か
ら

多
額
の
負
担
金
等
を
受
け
入
れ
な
が

ら
も
、
赤
字
体
質
か
ら
な
か
な
か
脱

却
で
き
な
い
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

自
治
体
病
院
は
、
民
間
で
果
た
せ
な

い
不
採
算
部
門
の
診
療
業
務
を
担
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
一
層
の
効
率
性
、

経
済
性
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

一
般
会
計
負
担
金
が
過
大
傾
向
に

な
る
な
か
で
、
ま
た
交
付
税
措
置
が

あ
る
と
は
い
え
、
負
担
金
の
算
出
根

拠
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
算
定
さ
れ

た
う
え
明
確
化
し
、
病
院
経
営
を
行

う
の
が
原
則
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

病
院
会
計
は
、
公
営
企
業
会
計
で
あ

り
、
独
立
採
算
が
原
則
で
す
の
で
、

独
立
採
算
性
を
考
慮
し
た
運
営
が
さ

れ
る
よ
う
改
善
を
望
み
ま
す
。

●
開
発
公
社
委
託
事
業
に
つ
い
て

本
村
は
、
観
光
立
村
と
し
て
観
光

事
業
を
村
の
重
点
施
策
と
し
て
様
々

な
観
光
施
設
を
建
設
し
、
施
設
の
運

営
を
開
発
公
社
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

村
の
良
さ
を
広
く
周
知
で
き
て
い
る

も
の
の
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り

観
光
客
の
減
少
が
続
き
、
各
種
事
業

の
運
営
に
と
っ
て
も
大
変
厳
し
い
経

営
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
ビ

ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
無
料
化
の
２
年
目

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
善
光
寺
御
開

帳
ま
た
、
冷
夏
の
影
響
で
売
上
は
前

年
度
比
６
・
９
％
（
３，

７
４
５
万

円
）
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
民
間
会
社

と
同
様
な
危
機
意
識
を
も
っ
て
、
役

員
も
含
め
た
組
織
・
経
営
の
抜
本
的

な
改
革
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
も
対
応
で
き
る
態
勢
づ
く
り
を
村

と
し
て
指
導
し
て
下
さ
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
外
部
か
ら
の
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
に
委
託
し
、
専
門
的
な

現
状
分
析
を
行
い
、
経
営
責
任
体
制
、

人
員
配
置
、
管
理
運
営
の
具
体
的
・

実
践
的
な
見
直
し
を
進
め
る
方
法
も

有
効
と
考
え
ま
す
。

○「
武
石
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
」

退
職
報
償
金
を
一
律
２
千
円
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１，

０
０

０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
28
億
３
９
８
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

・
内
容

丸
子
町
・
長
門
町
・
武
石
村
・

和
田
村
合
併
協
議
会
負
担
金

１，

０
０
０
万
円

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７，

８
４
０
万
円
追
加
し
予
算
の
総
額

を
30
億
８，

２
３
８
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

・
内
容

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
エ
リ
ア
拡
大
事
業
補

助
金

５，

３
０
０
万
円

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

２
億
２，

０
０
０
万
円

村
道
維
持
修
繕

３，

０
９
８
万
８
千
円

防
火
水
槽
設
置
工
事６

５
０
万
円

中
学
校
体
育
館
改
築
事
業
負
担

金
の
減

１
億
８
０
０
万
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
８
５
万

円
追
加
し
３
億
３
８
５
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

・
内
容

退
職
被
保
険
者
高
額
療
養
費
　

４
０
０
万
円

過
年
度
分
清
算
事
業２

８
５
万
円

○
平
成
16
年
度
村
道
小
寺
尾
線
小
寺

尾
橋
架
替
工
事
請
負
契
約

契
約
金
額

８，

６
６
２
万
５
千
円

平
成
十
五
年
度

決
算
審
査
意
見
書
（
一
部
要
約
・
抜
粋
）

条
　
　
例

専
決
処
分

補
正
予
算

請
負
契
約
の
締
結

保育園の運動会
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に
比
べ
八
四
九
人
増
え
た
が
、
六
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
利
用
が
大
き
く

減
り
、
八
月
末
で
対
前
年
四
、
八
〇

〇
人
余
減
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今

年
の
夏
の
異
常
な
暑
さ
の
せ
い
で
は

な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。
値
上
げ

に
対
す
る
苦
情
も
な
く
、
引
き
上
げ

に
よ
る
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問

基
本
財
産
基
金
の
利
子
六
百
六

十
八
万
円
で
、
増
え
た
理
由
は
。
ま

た
、
村
長
は
、
基
本
財
産
基
金
を
場

合
に
よ
っ
て
は
取
り
崩
し
て
事
業
に

充
当
し
た
い
、
と
言
っ
て
い
る
が
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答

す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
国
債
で
あ
っ
た
も
の
を
普
通
預

金
に
し
た
こ
と
に
よ
る
売
買
差
益
で

あ
る
。
基
本
財
産
基
金
は
、
今
後
Ｊ

Ａ
が
十
七
年
度
以
後
に
行
い
た
い
と

い
う
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
改
修
費
補

助
な
ど
が
必
要
な
場
合
考
え
て
い
き

た
い
。

問

合
併
に
際
し
、
財
産
区
の
設
置

の
意
向
、
及
び
そ
の
維
持
管
理
に
基

金
を
充
て
る
考
え
は
。

答

村
有
林
は
財
産
区
に
し
た
い
と

上
田
地
域
の
合
併
協
で
は
言
っ
て
あ

る
。
マ
ツ
タ
ケ
山
の
公
売
収
入
一
千

万
円
等
で
維
持
経
費
が
ま
か
な
え
る

と
思
う
。
松
食
い
虫
防
除
経
費
の
増

大
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
が
、
松
食

い
虫
の
駆
除
費
等
は
本
来
市
町
村
が

負
担
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

問

開
発
公
社
か
ら
の
寄
付
一
千
万

円
あ
る
が
今
後
の
見
通
し
は
。

答

開
発
公
社
は
行
政
か
ら
も
援
助

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
公
社
で
黒

字
決
算
に
な
っ
た
と
き
村
へ
寄
付
し
、

村
は
振
興
事
業
基
金
へ
積
み
立
て
て

い
る
。
今
後
は
、
収
益
の
多
い
練
馬

区
の
施
設
管
理
受
託
も
指
定
管
理
者

制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
公
社
経

営
も
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

問

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託

収
入
が
十
四
年
度
に
比
べ
二
百
七
十

万
円
の
増
に
な
っ
て
い
る
。
職
員
の

努
力
に
よ
る
も
の
と
思
う
が
、
職
員

の
人
事
異
動
等
で
受
注
の
変
動
が
無

い
よ
う
配
慮
し
て
欲
し
い
。

答

そ
う
し
た
こ
と
が
無
い
よ
う
に

し
た
い
。
ま
た
今
回
企
業
セ
ン
タ
ー

の
改
築
を
計
画
し
て
い
る
が
、
将
来

的
に
は
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
公
設

民
営
方
式
も
考
え
て
い
る
。

問

若
者
定
住
補
助
金
の
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
。
地
域
の
活
性
化
に

効
果
が
あ
る
と
思
う
が
、
合
併
が
あ

っ
た
場
合
は
こ
の
制
度
は
ど
う
な
る

見
通
し
か
。

答

十
五
年
度
中
に
二
十
四
件
の
申

請
が
あ
っ
た
が
十
二
件
は
十
六
年
度

に
持
ち
越
し
て
い
る
。
十
六
年
度
の

新
規
申
請
は
今
ま
で
に
五
件
ほ
ど
あ

る
の
で
、
十
六
年
度
は
三
千
万
円
ほ

ど
の
見
通
し
で
あ
る
。
多
額
の
財
政

負
担
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
合
併
後
の

武
石
地
区
の
み
で
存
続
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

問

他
市
町
村
で
凶
悪
犯
罪
が
発
生

し
て
い
る
が
、
防
犯
灯
の
設
置
を
ど

う
考
え
る
か
。

答

す
ぐ
に
、
ど
う
こ
う
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
今
は
村
で
全
額

負
担
し
て
設
置
し
て
い
る
が
、
他
市

町
村
は
地
元
区
へ
補
助
す
る
方
法
が

主
流
で
あ
る
。
本
村
も
そ
の
方
法
に

変
え
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

問

十
五
年
度
防
火
貯
水
槽
の
整
備

状
況
と
今
後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て

は
。

答

薮
合
地
区
で
防
火
貯
水
槽
一
基

の
移
設
工
事
、
小
沢
根
と
薮
合
地
区

で
防
火
貯
水
槽
各
一
基
の
有
蓋
設
置

工
事
を
行
っ
た
。
現
在
は
水
漏
れ
等

で
早
急
に
改
修
の
必
要
な
防
火
貯
水

槽
は
な
い
が
、
順
次
有
蓋
設
置
工
事

は
行
い
た
い
。
ま
た
、
防
火
貯
水

槽
・
消
火
栓
の
設
置
に
よ
り
村
内
の

ほ
と
ん
ど
の
住
宅
地
の
水
利
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問

中
間
教
室
の
利
用
状
況
及
び
小

中
学
校
の
不
登
校
の
状
況
は
。

答

中
間
教
室
は
、
十
五
年
度
は
四

人
か
ら
六
人
、
現
在
は
二
名
が
通
っ

て
い
る
。
不
登
校
は
現
在
小
学
校
一

名
、
中
学
校
二
名
で
あ
る
。
中
間
教

室
で
は
通
学
へ
の
強
い
指
導
は
せ
ず
、

の
び
の
び
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
準
備

委
員
会
補
助
の
七
十
四
万
円
の
内
容

は
。

答

こ
れ
ま
で
生
涯
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
で
個
々
に
分
断
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

か
ら
、
生
涯
に
わ
た
り
一
貫
し
て
行

う
も
の
と
し
て
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
計
画
し
て
い
る
。
七
十
四
万

円
は
講
師
謝
礼
、
委
員
報
酬
、
チ
ラ

シ
の
印
刷
費
な
ど
で
あ
る
。
し
ば
ら

く
は
、
行
政
が
関
与
す
る
が
、
徐
々

に
自
主
的
運
営
に
移
し
て
い
き
た
い
。

問

交
付
税
の
十
六
年
度
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

答

普
通
交
付
税
は
昨
年
よ
り
少
し

上
回
る
額
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
下
水

道
事
業
の
高
資
本
費
対
策
に
要
す
る

経
費
と
し
て
三
千
万
円
が
対
象
に
な

っ
た
こ
と
、
保
育
所
運
営
補
助
金
が

廃
止
さ
れ
、
交
付
税
算
入
さ
れ
た
め

二
千
五
百
万
円
ほ
ど
が
増
え
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し

高
資
本
費
に
つ
い
て
は
、
国
で
は
農

集
排
に
つ
い
て
は
対
象
に
な
ら
な
い

と
い
う
見
解
も
あ
り
、
今
後
交
付
税

検
査
で
返
還
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
あ

ち
こ
ち
で
災
害
が
起
こ
っ
て
お
り
、

合
併
し
た
町
村
も
増
え
て
き
て
い
る

の
で
本
村
へ
の
配
分
は
、
か
な
り
厳

し
い
と
予
想
さ
れ
る
。

問

実
質
収
支
で
一
億
九
千
四
百
万

円
と
い
う
多
額
の
黒
字
に
な
っ
て
い

る
が
。

答

普
通
会
計
の
実
質
収
支
で
は
黒

字
だ
が
、
一
般
会
計
の
み
で
み
る
と
、

基
金
取
り
崩
し
等
を
考
慮
す
る
実
質
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石
村
に
依
頼
が
あ
り
、
そ
れ
を
予
算

を
と
お
し
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
武
石

村
推
進
委
員
会
と
契
約
を
し
て
い
る
。

今
後
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
上
、

委
託
に
つ
い
て
は
大
変
に
な
る
か
と

思
う
。

練
馬
区
体
験
農
園
管
理
は
、
地
元

の
活
性
化
に
も
役
立
ち
、
ま
た
都
会

の
人
達
の
農
業
に
対
す
る
関
心
も
あ

り
、
荒
廃
農
地
対
策
に
も
な
る
の
で

で
き
れ
ば
今
後
も
継
続
す
る
中
で
事

業
を
拡
大
す
る
方
向
で
お
願
い
し
た

い
。

問

松
茸
山
の
整
備
の
内
容
は
、
ま

た
松
茸
の
発
生
す
る
環
境
は
。

答

十
五
年
度
は
常
滑
五
ha
と
地
免

坊
の
一
・
七
ha
を
整
備
し
た
。
内
容

は
雑
木
の
整
理
伐
採
を
行
い
松
茸
の

発
生
す
る
環
境
を
整
え
る
整
備
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
松
茸
の
発
生
す

る
環
境
は
、
県
の
指
導
で
は
、
雑
木

を
整
理
し
、
適
度
の
日
光
と
風
通
し

を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
実
施
し
て
い
る
。

問

林
業
振
興
費
花
木
苗
木
の
内
訳

は
。

答

下
本
入
茂
沢
川
沿
い
に
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
五
十
本
、
余
里
の
学
校
林
に

栗
が
五
十
本
、
武
石
公
園
東
側
に
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
百
五
十
本
、
沖
小
山
に

桜
四
十
本
を
植
樹
し
た
。

問

雲
渓
荘
改
修
工
事
の
反
響
は
ど

う
か
。

答

大
変
評
判
は
良
い
。

問
　
雲
渓
荘
は
、
老
人
の
利
用
も
多

く
二
階
へ
の
移
動
が
大
変
と
聞
く
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
考
え
て
は

ど
う
か
。
ま
た
雲
渓
荘
の
稼
働
率
が

年
々
下
が
る
中
で
他
の
整
備
よ
り
優

先
的
に
考
え
て
は
。

答

設
置
に
つ
い
て
は
、
設
計
士
に

相
談
し
た
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の

も
の
の
価
格
は
、
一
千
万
年
程
度
で

あ
る
が
、
建
築
基
準
法
等
の
改
正
に

よ
り
、
法
不
適
格
に
な
っ
て
い
る
箇

所
も
あ
り
、
そ
の
箇
所
を
改
善
す
る

た
め
の
工
事
費
が
約
二
千
万
円
程
度

か
か
る
状
態
で
あ
る
た
め
、
財
源
的

に
す
ぐ
に
は
設
置
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
。

問

村
道
獅
子
ヶ
城
線
の
現
状
は
。

答

六
月
二
日
の
大
雨
に
よ
り
、
一

部
崩
落
が
あ
り
、
現
在
は
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
。
落
石
を
取
り
除
く

経
費
は
さ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
の
で
、

冬
期
間
及
び
大
雨
時
を
除
き
、
今
後

も
管
理
を
行
い
、
通
行
可
能
と
し
て

い
き
た
い
。

問

今
年
は
、
春
先
か
ら
雨
が
多
い

が
、
被
災
状
況
は
。

答

道
路
に
つ
い
て
は
、
今
回
補
正

し
た
三
箇
所
以
外
に
は
、
災
害
と
思

わ
れ
る
箇
所
は
確
認
し
て
い
な
い
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
上
田
建
設
事
務

所
と
連
携
し
て
調
査
し
た
結
果
で
、

松
島
橋
下
、
小
沢
根
川
三
箇
所
、
茂

沢
川
が
一
箇
所
、
計
四
箇
所
を
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
小
沢
根
の
中
道

橋
で
は
、
河
床
の
堆
積
に
よ
り
桁
下

一
メ
ー
ト
ル
程
の
状
況
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
県
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
水
路
関

係
で
は
、
大
布
施
の
頭
首
工
の
堰
堤

に
つ
い
て
申
請
し
て
い
る
。

問

武
石
村
の
水
道
水
は
、
塩
素
を

入
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
量
は
。

答

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
、

一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
一
ミ
リ
グ
ラ
ム

入
れ
て
い
る
。

問

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
な

い
場
合
の
水
道
料
と
下
水
道
料
は
い

く
ら
に
な
る
か
。

答

武
石
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
及

び
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
の
各
々

に
、
一
般
会
計
の
基
準
外
繰
入
金
が

な
か
っ
た
場
合
、
一
ヵ
月
二
十
�
を

使
用
し
た
想
定
で
、
水
道
料
は
二
千

六
百
九
十
二
円
が
三
千
百
五
十
円
位

に
、
下
水
道
料
は
三
千
三
百
円
が
七

千
二
百
円
位
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

問

下
武
石
所
沢
地
籍
に
宅
地
が
開

発
さ
れ
て
い
る
が
、
下
水
道
を
引
く

考
え
は
あ
る
の
か
。

答

現
在
は
合
併
浄
化
槽
で
対
応
し

て
い
る
。
下
水
道
は
処
理
場
の
能
力

の
問
題
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

問

武
石
地
区
の
処
理
場
の
計
画
は

適
正
だ
っ
た
の
か
。

答

平
成
三
年
度
か
ら
準
備
を
始

め
、
平
成
五
年
度
に
工
事
に
着
手
し

た
。
計
画
人
口
は
、
十
年
後
の
定
住

と
流
入
人
口
の
合
計
で
計
画
し
た
が
、

当
時
は
、
計
画
に
な
か
っ
た
「
特
養

と
も
し
び
」
や
「
う
つ
く
し
の
湯
」

な
ど
の
大
型
施
設
が
建
設
さ
れ
、
計

画
後
十
年
以
上
を
経
過
し
た
現
在
は
、

計
画
処
理
量
を
一
時
的
に
超
え
る
時

が
あ
り
補
完
工
事
の
検
討
し
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
小
山
　
寛

問

税
の
不
納
欠
損
が
増
え
て
い
る

が
内
容
と
見
通
し
は
。

答

昨
年
は
例
年
以
上
に
滞
納
整
理

を
積
極
的
に
行
っ
た
。
不
納
欠
損
は
、

法
的
に
は
三
種
類
に
な
る
が
、
国
外

転
出
、
死
亡
な
ど
に
よ
る
も
の
を
九

十
四
件
、
時
効
に
よ
る
も
の
を
二
二

五
件
を
不
納
欠
損
に
し
た
。
固
定
資

産
税
の
不
納
欠
損
は
九
割
が
美
の
国

の
別
荘
で
あ
り
、
景
気
低
迷
で
増
加

傾
向
に
あ
る
。
今
後
も
滞
納
が
増
え

る
の
で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。
差
し

押
さ
え
に
つ
い
て
も
行
う
方
向
で
調

査
、
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の

過
程
で
分
納
に
つ
な
が
る
成
果
も
出

て
き
て
い
る
。

問

う
つ
く
し
の
湯
入
館
収
入
が
予

算
時
よ
り
決
算
は
五
十
万
円
余
り
少

な
い
が
、
今
年
値
上
げ
し
た
影
響
は
。

答

今
年
の
四
月
、
五
月
は
前
年
度

体験農園
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査
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
て
い
る
。
上
田
地
域
の
合
併
協

議
で
は
保
育
料
に
つ
い
て
現
在
よ
り

低
く
設
定
し
、
行
政
へ
納
め
て
も
ら

う
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
の
移
転
が
決
ま

れ
ば
、
現
在
の
セ
ン
タ
ー
へ
ク
ラ
ブ

を
移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

成
人
病
対
策
で
今
年
は
休
日
検

診
を
実
施
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
効

果
は
。
ま
た
今
後
の
実
施
予
定
は
。

答

今
年
度
日
曜
検
診
を
実
施
し
た

が
、
予
想
以
上
に
多
く
の
方
に
来
て

い
た
だ
い
た
。
来
年
度
は
土
曜
検
診

も
検
討
し
、
休
日
検
診
日
を
増
や
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問

衛
生
自
治
会
の
役
割
（
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
等
）
が
果
た
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

公
害
防
止
監
視
員
と
の
関
係
も
含
め
、

組
織
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

衛
生
自
治
会
は
、
一
般
家
庭
ご

み
の
分
別
徹
底
の
周
知
や
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、
年
一
回
村
内
一

斉
清
掃
を
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

役
割
は
徹
底
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
公
害
防
止
監
視
員
は
年
二
回

の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
、
年
一
回
の
畜

舎
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
区
内
の
不
法
投

棄
の
見
回
り
を
行
っ
て
い
る
。
組
織

の
見
直
し
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現

行
の
組
織
形
態
で
機
能
強
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

最
終
処
分
場
問
題
で
、
今
後
の

丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
灰

の
処
理
方
法
に
つ
い
て
ど
う
な
る
の

か
。

答

現
在
、
丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
焼
却
灰
に
つ
い
て
は
、
豊
田
村

の
ハ
サ
マ
処
分
場
へ
受
入
れ
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
受
入
期
間
は
平
成
十

八
年
三
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
以
降
に
つ
い
て
は
未
定
の
た
め
、

武
石
村
が
中
心
と
な
っ
て
外
部
委
託

の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
外
部
委

託
の
処
理
方
法
は
、
埋
立
て
に
よ
る

方
法
、
溶
融
し
て
固
形
化
す
る
方
法

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
経
費

が
安
く
、
長
期
間
受
入
可
能
な
処
理

施
設
を
調
査
・
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

問

診
療
所
の
診
療
報
酬
収
入
が
前

年
度
と
比
べ
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

対
応
策
は
あ
る
か
。

答

国
の
医
療
費
抑
制
政
策
に
よ
る

影
響
が
大
き
く
止
む
を
得
な
い
が
、

諸
々
の
経
費
削
減
に
努
め
健
全
経
営

を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

診
療
所
事
業
基
金
の
具
体
的
使

途
計
画
は
あ
る
か
。

答

長
期
具
体
的
な
計
画
は
定
め
て

い
な
い
が
、
今
後
予
想
さ
れ
る
施
設
、

機
械
器
具
等
の
老
朽
に
伴
う
改
善
、

更
新
の
財
源
と
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。委

員
長
　
清
住
　
隆
幸

問

村
が
二
つ
の
協
議
会
に
参
加
し

た
こ
と
に
、
村
長
と
議
会
に
対
し
不

信
感
が
あ
る
。
又
、
お
互
い
の
町
村

間
に
も
信
頼
感
が
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
村
が
依
田
窪
合
併
協

議
会
学
識
経
験
委
員
に
上
田
市
と
の

合
併
賛
成
派
を
選
ん
だ
こ
と
に
村
民

は
更
に
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

い
か
に
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
て

も
蚊
帳
の
中
だ
け
で
は
政
治
は
で
き

な
い
。
こ
の
こ
と
は
議
会
も
反
省
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
ま
た
、

村
の
合
併
の
枠
組
み
選
択
は
た
く
さ

ん
あ
る
が
主
導
権
は
握
れ
な
い
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
村
民
は
少
な
い
の

で
は
な
い
か
。
村
長
の
見
解
を
求
め

た
い
。

答

協
議
会
委
員
は
、
専
門
的
で
総

合
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
委
員

に
は
、「
武
石
村
と
い
う
こ
の
地
域
を

ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い

く
か
」
と
い
う
視
点
と
「
合
併
し
て

新
し
く
誕
生
す
る
市
の
姿
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
。
新
し
い
行
財
政
の
仕
組

み
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
二

つ
の
視
点
か
ら
検
討
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。
公
正
中
立
の
立
場
で
総
合

的
な
判
断
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
考

え
る
。

問

八
月
十
七
日
の
南
中
臨
時
議
会

に
お
い
て
体
育
館
建
設
が
正
式
決
定

し
た
。
南
部
中
教
育
長
か
ら
は
「
再

入
札
で
も
国
の
単
価
基
準
と
の
差
が

あ
り
不
落
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
『
圧

縮
』
し
て
よ
う
や
く
落
札
に
至
っ
た
」

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
入
札
に
無
理

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
工
事
内

容
が
心
配
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
詳

し
い
説
明
を
求
め
る
。

答

工
事
契
約
に
至
る
経
過
は
、
六

月
二
十
四
日
業
者
選
定
委
員
会
を
開

催
し
、
依
田
窪
管
内
の
業
者
を
選
定

す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
で
、

電
気
設
備
と
機
械
設
備
工
事
に
つ
い

て
は
、
管
内
で
選
定
で
き
た
が
、
建

築
本
体
工
事
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助

事
業
と
い
う
こ
と
か
ら
上
小
管
内
ま

で
の
範
囲
を
広
げ
業
者
選
定
を
行
い

五
社
の
共
同
企
業
体
を
選
定
し
た
。

六
月
二
十
九
日
業
者
説
明
会
、
七

月
六
日
現
場
説
明
会
、
七
月
二
十
日

入
札
会
を
行
っ
た
が
、
電
気
設
備
と

機
械
設
備
は
落
札
し
た
も
の
の
、
建

築
本
体
工
事
は
、
予
定
価
格
と
入
札

価
格
が
違
い
す
ぎ
不
落
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
建
築
本
体
工
事
に
つ

い
て
は
、
県
内
二
社
を
含
め
た
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
四
社
を
選
定
し
、
八
月
九

日
入
札
会
を
行
い
、
設
計
の
一
部
を

変
更
し
落
札
に
至
っ
た
。

設
計
の
一
部
変
更
と
な
っ
た
理
由

は
、
設
計
を
し
た
時
点
と
現
在
で
は
、

鋼
材
の
価
格
が
二
・
五
倍
に
値
上
が

り
し
た
た
め
で
、
事
業
費
を
圧
縮
す

る
た
め
に
設
計
の
一
部
を
変
更
し
て

も
、
耐
力
度
が
低
下
す
る
と
か
、
音

響
効
果
が
低
下
す
る
と
か
、
面
積
の

減
少
等
に
影
響
す
る
変
更
は
な
い
。

▽
市
町
村
合
併
に
関
連
し
て

▽
南
中
体
育
館
建
設
費
圧
縮
に
伴
う

工
事
内
容
へ
の
懸
念

木
下
文
雄
議
員

今
回
は
五
人
が
登
壇
し
、
市

町
村
合
併
を
中
心
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。﹇
通
告
順
﹈

一
般
質
問

広報武石 平成１６年１１月号　No.448（8）

単
年
度
収
支
で
は
、
十
四
年
は
二
億

四
千
八
百
万
円
、
十
五
年
度
は
二
億

六
千
二
百
万
円
の
赤
字
だ
。
こ
の
よ

う
な
状
況
が
続
け
ば
数
年
の
う
ち
に

破
た
ん
し
て
し
ま
う
。
そ
の
点
は
村

民
に
よ
く
広
報
し
て
行
き
た
い
。

問

経
常
収
支
比
率
が
五
ポ
イ
ン
ト

以
上
も
上
昇
し
て
い
る
が
。

答

経
常
収
支
比
率
の
計
算
式
の
分

子
と
な
る
歳
出
で
、
公
債
費
や
扶
助

費
な
ど
経
常
的
経
費
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
。
分
母
と
な
る
歳
入
で
は
村

税
、
普
通
交
付
税
等
の
経
常
収
入
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
比

率
が
急
激
に
上
が
っ
た
。

採
択
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。委

員
長
　
清
住
　
章
雄

問

雲
渓
荘
利
用
補
助
金
が
前
年
に

比
べ
減
っ
て
い
る
が
。

答

前
年
に
比
べ
宿
泊
四
二
四
件
、

日
帰
り
三
五
六
件
で
減
っ
て
い
る
。

オ
フ
ト
ー
ク
で
呼
び
か
け
も
し
た
が
、

結
果
的
に
利
用
者
が
減
少
し
た
。

問

介
護
保
険
事
業
の
負
担
金
の
内

容
は
。

答
　
介
護
保
険
管
理
費
負
担
金
、
介

護
保
険
基
金
借
入
分
負
担
金
の
金
額

は
決
ま
っ
て
い
る
が
、
介
護
保
険
給

付
費
負
担
金
は
給
付
費
が
伸
び
れ
ば

変
わ
っ
て
く
る
。

問

敬
老
会
で
三
千
円
の
商
品
券
を

配
っ
て
い
る
が
適
当
な
の
か
。

答

以
前
は
ポ
ッ
ト
や
座
布
団
な
ど

を
配
っ
て
い
た
が
、
今
は
ど
の
家
庭

も
物
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、
現
在

で
は
商
品
券
が
適
当
だ
と
考
え
て
い

る
。

問

敬
老
会
の
参
加
者
数
は
。
ま
た

合
併
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

十
五
年
度
の
参
加
者
数
は
約
三

二
〇
名
で
、
十
六
年
度
は
三
〇
〇
名

弱
が
来
る
予
定
で
あ
る
。
合
併
後
も

自
治
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
敬
老

会
は
実
施
す
る
方
向
で
い
る
、
そ
の

資
金
に
つ
い
て
は
現
在
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

問

介
護
保
険
利
用
料
扶
助
費
事
業

の
低
所
得
者
利
用
扶
助
と
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
割
増
分
扶
助
の
内
容
は
。

答

低
所
得
者
利
用
扶
助
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
の
所

得
に
応
じ
て
四
段
階
に
分
け
て
扶
助

し
て
お
り
、
十
五
年
度
は
当
初
見
込

み
よ
り
利
用
者
が
増
え
、
延
四
五
八

名
で
あ
っ
た
。
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

割
増
分
扶
助
は
、
夜
間
・
早
朝
二
十

五
％
、
深
夜
五
十
％
割
増
分
を
村
で

扶
助
す
る
も
の
で
、
利
用
者
は
月
に

四
〜
五
名
、
五
千
円
前
後
と
な
っ
て

い
る
。

問

部
落
解
放
同
盟
武
石
支
部
補
助

金
と
依
田
窪
勤
労
者
解
放
学
校
負
担

金
の
内
容
は
。

答

部
落
解
放
同
盟
武
石
支
部
補
助

金
は
全
額
村
負
担
で
前
年
比
十
％
減

額
し
て
い
る
。
十
六
年
度
は
さ
ら
に

減
額
し
、
二
百
六
十
万
円
を
交
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
依
田
窪
勤

労
者
解
放
学
校
負
担
金
は
、
依
田
窪

管
内
企
業
の
従
業
員
で
構
成
し
、
各

種
研
修
会
や
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
活
動
に
対
し
て
補
助
し
て
い
る
。

問

電
気
柵
の
収
入
が
落
ち
て
お

り
、
村
内
他
所
で
改
良
型
を
製
造
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
授
産
事
業
の
継

続
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

答

一
昨
年
を
ピ
ー
ク
に
収
入
は
減

少
し
て
お
り
、
十
六
年
度
は
二
万
円

ほ
ど
で
あ
る
。
指
摘
の
と
お
り
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
村
の
財

政
措
置
は
ど
う
か
。

答

昨
年
度
は
三
七
名
と
三
十
五
名

を
超
え
て
い
た
た
め
、
補
助
金
の
大

規
模
加
算
で
九
十
五
万
円
余
り
の
補

助
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
た
が
、
今

年
度
は
二
十
三
名
に
減
っ
た
た
め
大

規
模
加
算
の
対
象
か
ら
外
れ
た
。
こ

の
た
め
、
補
助
金
以
外
の
三
十
万
円

を
税
理
士
利
用
分
等
と
し
て
一
般
財

源
か
ら
上
乗
せ
し
て
交
付
し
た
。
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
も
財
源
が
厳
し
い
状

況
な
の
で
、
保
育
内
容
に
つ
い
て
精

問

保
育
園
広
域
入
所
受
託
金
の
内

容
は
。

答

上
田
市
在
住
で
武
石
村
勤
務
と

い
う
こ
と
で
、
武
石
村
保
育
園
に
入

所
さ
せ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
、
上

田
市
か
ら
支
弁
額
に
よ
る
必
要
額
の

支
払
い
を
受
け
た
も
の
で
、
人
数
は

四
歳
男
児
一
名
、
五
歳
男
児
一
名
計

二
名
で
あ
る
。

問

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今
後
合

併
を
控
え
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
武
石
村
と
し
て
こ
れ
だ
け

は
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
は

あ
る
か
。

答

社
会
福
祉
協
議
会
は
市
に
ひ
と

つ
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

最
近
上
田
地
域
の
合
併
で
は
協
議
会

を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
か

ら
協
議
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ

り
武
石
村
と
し
て
は
、
介
護
保
険
に

よ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

障
害
者
福
祉
事
業
の
知
的
障
害

者
医
療
扶
助
と
知
的
障
害
者
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
の
内
容
は
。

答

医
療
扶
助
は
、
知
的
障
害
者
で

施
設
へ
入
所
し
て
い
る
人
の
医
療
費

自
己
負
担
分
を
扶
助
し
て
お
り
、
国

が
二
分
の
一
、
県
が
四
分
の
一
、
村

が
四
分
の
一
負
担
し
て
い
る
。
十
五

年
度
は
該
当
者
二
名
で
あ
る
。
ま
た
、

知
的
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
は
、
知

的
障
害
児
童
の
居
宅
支
援
費
で
、
訪

問
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
介
護
、
外

出
等
の
た
め
の
移
動
介
護
な
ど
で
、

十
五
年
度
は
利
用
者
三
名
で
あ
る
。

敬老会

運動会 大玉おくり
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問

昨
年
依
田
窪
三
ヵ
町
村
合
併
協

を
離
脱
し
上
田
市
を
含
む
四
市
町
村

の
合
併
を
推
進
し
て
き
た
が
再
び
依

田
窪
四
町
村
の
合
併
協
が
成
立
し
た
。

二
者
同
時
進
行
が
好
ま
し
く
な
い
と

い
う
理
由
で
あ
っ
た
と
思
う
。
当
然

二
者
択
一
で
一
つ
に
す
べ
き
と
思
う

が
？
ま
た
、
村
長
は
丸
子
の
住
民
投

票
の
結
果
の
出
る
前
に
、
仮
に
四
ヵ

町
村
の
合
併
協
が
出
来
た
と
し
て
も

期
限
内
の
成
立
は
不
可
能
で
あ
ろ
う

と
の
見
解
で
あ
っ
た
が
今
の
心
境
は

ど
の
様
な
も
の
か
。
ま
た
、
期
限
内

の
成
立
が
困
難
と
の
見
解
の
中
で
丸

子
町
へ
の
吸
収
合
併
の
様
な
形
な
ら

比
較
的
容
易
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
た
が
今
回
は
新
生
対
等
と
決
ま
っ

た
が
期
限
内
成
立
の
見
通
し
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。

特
例
債
に
つ
い
て
、
期
限
内
成
立

の
場
合
特
例
債
は
借
り
る
の
か
？
使

途
に
つ
い
て
具
体
的
な
も
の
が
あ
る

の
か
ど
う
か
。
上
田
市
を
含
む
四
市

町
村
の
法
定
協
が
大
詰
め
に
な
ろ
う

と
す
る
中
、
真
田
町
で
は
リ
コ
ー
ル

運
動
が
起
き
、
丸
子
・
武
石
は
二
つ

の
合
併
協
に
入
る
等
混
沌
と
し
て
き

た
が
お
よ
そ
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答

二
つ
の
協
議
会
で
の
協
議
が
お

か
し
い
と
は
思
わ
な
い
。
む
し
ろ
合

併
し
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
姿
を

示
さ
な
い
ま
ま
判
断
を
求
め
る
方
が

片
手
落
ち
で
あ
る
と
考
え
る
。

依
田
窪
合
併
協
は
、
成
立
が
遅
か

っ
た
た
め
協
議
の
時
間
が
少
な
い
。

重
要
事
項
に
絞
る
な
ど
し
て
、
両
方

の
協
議
会
の
内
容
を
同
時
に
村
民
に

説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

依
田
窪
に
つ
い
て
も
、
建
設
計
画

を
検
討
し
、
必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば

特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
財
政
計
画

も
含
め
て
新
市
将
来
構
想
や
建
設
計

画
の
検
討
の
中
で
協
議
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

上
田
市
を
含
め
た
四
市
町
村
の
合

併
に
対
し
て
は
様
々
な
動
き
が
あ
る

が
、
民
主
主
義
の
世
の
中
で
あ
り
、

議
論
す
る
こ
と
は
結
構
な
事
だ
と
思

う
が
、
感
情
的
に
な
ら
ず
、
前
向
き

な
姿
勢
で
合
併
協
議
を
進
め
る
と
い

う
こ
と
が
今
は
一
番
大
事
な
こ
と
だ

と
考
え
る
。

け
て
い
く
に
は
、
相
当
の
身
構
え
と

努
力
が
必
要
で
す
。
も
っ
と
オ
フ
ト

ー
ク
の
活
用
や
、
誘
客
活
動
に
一

日
々
を
真
剣
に
行
動
す
る
。
職
員
は

も
ち
ろ
ん
の
事
、
利
用
者
な
ら
も
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
ら
い
、
実
行
し
て

い
く
な
ど
の
努
力
を
し
て
、
利
活
用

を
も
っ
と
進
め
る
な
ど
、
村
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
公
社
事
業
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答

開
発
公
社
は
、
正
規
、
臨
時
あ

わ
せ
て
七
十
五
名
以
上
の
職
員
が
勤

務
し
、
村
の
大
き
な
雇
用
の
場
と
な

っ
て
い
る
。
十
五
年
度
決
算
も
黒
字

で
あ
り
、
食
料
品
の
仕
入
れ
な
ど
も

村
の
業
者
が
多
く
村
の
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
る
。
経
済
の
低
迷
の
折
、

観
光
事
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

職
員
教
育
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

問

上
田
を
含
め
た
合
併
の
方
で

は
、
公
聴
会
を
十
日
に
開
く
と
い
う

が
、
丸
子
の
取
り
扱
い
は
ど
う
説
明

す
る
の
か
。
丸
子
を
含
め
四
町
村
で

は
、
一
月
ご
ろ
に
は
、
住
民
説
明
会

を
し
た
い
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動

い
て
い
る
。
法
定
協
と
な
り
、
問
題

が
よ
り
具
体
的
に
な
っ
た
今
、
上
田

を
含
む
四
市
町
村
の
合
併
で
、
武
石

村
住
民
は
ど
の
様
な
方
向
付
け
で
合

併
に
臨
む
事
が
で
き
る
の
か
。
現
在

の
と
こ
ろ
で
説
明
で
き
る
こ
と
は
何

か
。

答

市
町
村
合
併
は
、
自
分
た
ち
の

地
域
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
と

い
う
側
面
と
新
し
い
市
に
な
っ
た
場

合
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
に
す

る
の
か
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
検

討
・
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

上
田
地
域
の
合
併
協
議
で
は
、
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
構
想
が
あ
り
、
合

併
と
い
う
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
つ
つ
、
地
域
が
寂
れ
る
と
か
、
自

分
た
ち
の
声
が
行
政
に
届
か
な
く
な

る
と
い
う
心
配
に
対
し
て
、
十
分
配

慮
し
た
合
併
協
議
が
進
ん
で
い
る
と

考
え
る
。

財
産
推
計
を
す
れ
ば
、
二
〜
三
年

後
に
は
武
石
村
は
赤
字
に
な
り
、
公

共
料
金
の
値
上
げ
な
ど
が
必
要
に
な

り
、
所
得
の
低
い
人
へ
の
し
わ
寄
せ

が
大
き
く
な
る
な
ど
、
住
民
福
祉
は

護
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
そ

う
し
た
こ
と
を
考
え
た
上
で
合
併
問

題
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問

私
は
以
前
よ
り
公
社
は
、
住
民

の
働
く
場
所
と
し
て
、
大
い
に
活
用

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

社
会
情
勢
の
中
で
、
生
き
残
り
を
か
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問

現
在
二
つ
の
合
併
協
議
会
に
お

い
て
多
く
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る

な
か
で

一．

基
金
（
基
本
財
産
基
金
）
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て

一．

財
産
区
の
設
置
に
つ
い
て

一．

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に

つ
い
て

一．

合
併
特
例
債
の
活
用
に
つ
い
て

以
上
の
四
点
に
つ
い
て
村
長
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答

・
基
本
財
産
基
金
は
獅
子
ヶ
城

の
村
有
地
を
売
却
し
た
土
地
代
を
原

資
と
し
、
そ
の
利
子
を
村
の
振
興
事

業
に
あ
て
て
い
る
。

上
田
地
域
、
依
田
窪
の
両
協
議
会

と
も
に
、
債
権
・
債
務
を
全
て
持
ち

込
む
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
た
め
、

基
本
財
産
基
金
を
例
え
ば
、
財
産
区

と
か
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
基
金
と

し
て
残
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
が
何
ら
か
の
形
で

武
石
地
区
の
振
興
事
業
に
使
う
こ
と

が
出
来
る
形
に
な
ら
な
い
か
、
他
町

村
に
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し

た
い
。
診
療
所
基
金
は
、
武
石
診
療

所
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
残

す
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

・
財
産
区
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
村

有
林
を
財
産
区
と
し
て
残
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
見
と
、
経
費
負
担

や
手
入
れ
の
作
業
等
を
考
え
、
財
産

区
が
お
荷
物
に
な
っ
た
ら
困
る
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
将
来
木
材
の
価

値
が
見
直
さ
れ
る
と
き
が
必
ず
来
る

と
思
う
。
将
来
の
こ
と
を
考
え
財
産

区
と
し
て
残
し
た
い
。

上
田
地
域
合
併
協
議
会
に
は
、
本

村
が
財
産
区
設
置
の
意
向
が
あ
る
こ

と
は
、
了
解
い
た
だ
い
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

・
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
は
、
上
田
地

域
合
併
協
議
を
進
め
る
に
当
た
り
、

問

交
付
税
の
引
き
下
げ
等
に
よ
り

財
政
は
一
段
と
厳
し
く
な
り
、
行
財

政
政
策
が
必
要
で
あ
る
。
今
ま
で
議

会
に
お
い
て
も
発
言
さ
れ
て
い
る
事

や
行
財
政
の
改
革
に
ど
の
よ
う
に
努

力
さ
れ
て
き
た
か
。
ま
た
、
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
。

答

行
政
を
司
る
者
と
し
て
、
無
駄

を
省
い
て
行
政
を
効
率
化
し
て
い
く

よ
う
常
に
心
が
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
平
成
十
二
年
に
は
第
三
次

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
行
政
事

務
の
簡
素
化
・
効
率
化
に
努
め
て
い

る
。
そ
の
骨
子
�
組
織
の
見
直
し
�

事
務
事
業
の
見
直
し
�
職
員
の
定
員

管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
と
能
力
開

発
�
情
報
化
の
推
進
�
公
共
施
設
の

設
置
及
び
管
理
運
営
の
合
理
化
�
公

共
事
業
の
コ
ス
ト
縮
減
�
議
会
に
つ

い
て
の
七
項
目
と
な
っ
て
お
り
毎
年

職
員
で
達
成
状
況
を
見
直
し
て
い
る
。

合
併
協
議
を
し
て
い
く
と
他
町
村

の
行
政
の
状
況
が
良
く
わ
か
る
の
で
、

そ
れ
ら
も
参
考
し
な
が
ら
今
後
も
一

層
の
行
財
政
改
革
を
す
す
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

村
条
例
に
「
行
政
改
革
推
進
委

員
会
設
置
条
例
」が
あ
る
が
、平
成
十

二
年
に
制
定
さ
れ
、
以
後
は
見
直
し

さ
れ
て
い
な
い
。基
金
を
取
り
崩
し
予

算
を
組
む
状
況
の
中
で
委
員
会
を
設

置
し
答
申
を
得
て
行
財
政
を
推
進
す

る
必
要
は
な
い
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答

国
の
財
政
状
況
を
勘
案
す
る
と

こ
う
し
た
行
財
政
の
努
力
の
み
で
は

対
応
で
き
な
い
と
思
う
が
、
終
始
前

向
き
に
他
町
村
の
状
況
も
参
考
に
し

な
が
ら
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

問

十
六
年
度
予
算
で
委
託
料
総
額

約
二
億
五
千
万
円
、
人
件
費
、
臨
時

雇
用
賃
金
、
一
般
作
業
賃
金
が
約
五

億
二
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
住
民

に
も
補
助
金
を
削
減
し
協
力
を
求
め

て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
測
量
、

設
計
、
管
理
等
は
、
職
員
の
専
門
性

を
生
か
し
た
配
置
を
し
、
ま
た
、
職

員
の
努
力
に
よ
っ
て
や
れ
る
も
の
は

な
い
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答

橋
等
高
度
な
も
の
の
測
量
・
設

計
に
つ
い
て
は
専
門
職
員
が
い
な
い

た
め
委
託
し
て
い
る
。
電
算
委
託
料

に
つ
い
て
は
、
高
額
で
も
あ
り
価
格

交
渉
に
よ
り
対
応
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
。
職
員
が
で
き
る
こ
と
で
は
、

竜
ヶ
沢
や
美
ヶ
原
の
草
刈
り
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
職
員
で
対
応
で

き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
現
在
の

市
町
村
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
全

体
の
発
展
を
目
指
す
た
め
の
、
合
併

協
議
の
最
も
大
事
な
視
点
と
し
て
協

議
さ
れ
て
い
る
。

・
合
併
特
例
債
は
、
地
域
ご
と
の
不

均
衡
を
是
正
し
た
り
、
新
し
い
市
を

作
る
上
で
必
要
な
事
業
が
あ
れ
ば
、

そ
の
事
業
費
の
九
十
五
％
を
国
が
貸

し
て
く
れ
、
そ
の
返
済
に
は
七
〇
％

を
普
通
交
付
税
で
国
が
補
て
ん
し
て

く
れ
る
。
新
市
に
と
っ
て
わ
ず
か
な

負
担
で
事
業
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
に
は
、
新
市
建
設
計
画
の

原
原
案
の
中
に
、
上
田
市
・
丸
子

町
・
武
石
村
を
結
ぶ
依
田
川
左
岸
道

路
の
整
備
、
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
の
無

料
化
の
促
進
、
若
者
定
住
の
た
め
の

住
宅
整
備
・
児
童
館
や
図
書
館
の
整

備
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
皆
さ

ん
の
意
見
も
お
寄
せ
願
い
た
い
。

▽
合
併
協
議
に
つ
い
て

金
子
　
保
議
員

▽
行
財
政
に
つ
い
て

小
池
　
文
男
議
員

▽
依
田
窪
四
ヵ
町
村
の
合
併
と

上
田
市
を
含
む
四
市
町
村
の

合
併
に
つ
い
て

宮
原
　
文
男
議
員

▽
よ
り
複
雑
化
し

合
併
問
題
に
つ
い
て

▽
武
石
村
の
公
社
の
進
み
方
に
つ
い
て

新
井
　
繁
雄
議
員
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九
月
十
五
日
、
武
石
村
建
設
業
協

会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
十
六
社
約
三
十
名

で
重
機
や
手
作
業
で
通
学
路
な
ど
の

二
百
人
が
参
加
し
、
村

内
の
各
主
要
道
路
周
辺

に
分
か
れ
清
掃
作
業
を

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
ご
み
の
量
に
「
普
段

通
っ
て
い
る
道
に
結
構

ご
み
が
落
ち
て
い
る
。

見
え
な
い
所
も
歩
く
と

気
が
つ
き
ま
す
ね
」
な

ど
と
感
想
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

十
月
七
日
、武
石
小
学
校
で
は
同
校

児
童
と
練
馬
区
の
児
童
に
よ
る
「
稲

刈
り
交
流
会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

練
馬
区
か
ら
は
橋
戸
小
学
校
と
石

神
井
小
学
校
の
五
年
生
百
九
人
。

体
育
館
で
武
石
小
学
校
の
全
児
童

で
迎
え
、
各
校
の
学
校
紹
介
や
音
楽

な
ど
で
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
の
あ
と
は
小
学
五
年
生
が

先
生
と
な
り
、
稲
刈
り
と
は
ぜ
か
け

を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作
業
し
ま

し
た
。
前
日
に
雨
が
降
っ
た
た
め
、

田
ん
ぼ
の
中
は
と
て
も
ぬ
か
っ
て
い

ま
し
た
。
足
が
抜
け
な
く
な
り
作
業

中
に
転
ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
泥

だ
ら
け
の
稲
刈
り
作
業
が
終
わ
っ
た

後
は
き
れ
い
な
武
石
川
で
長
靴
な
ど

を
洗
い
ま
し
た
。

隣
に
あ
る
シ
イ
タ
ケ

園
で
シ
イ
タ
ケ
狩
り

を
行
な
い
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
た
シ
イ

タ
ケ
を
見
て
園
児
た

ち
は
「
一
番
大
き
い

の
採
り
た
ー
い
」

「
こ
の
シ
イ
タ
ケ
食

べ
れ
る
の
？
」
な
ど

と
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
上
手
に
採
っ
て
い

は
雑
キ
ノ
コ
も
採

り
、
同
行
し
て
い
た

だ
い
た
グ
リ
ー
ン
キ

ャ
ス
タ
ー
に
食
べ
ら

れ
る
キ
ノ
コ
な
ど
の

説
明
も
受
け
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
収
穫

し
た
シ
イ
タ
ケ
と
マ

ツ
タ
ケ
は
給
食
で
味

わ
い
ま
し
た
。

草
や
泥
を
除
去
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
十
日
は
、
商
工
会
青

年
部
主
催
に
よ
る
「
武
石
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
約

九
月
二
十
七
日
に
は
保
育
園
児

が
、
九
月
二
十
八
日
に
は
小
学
五
年

生
が
、
秋
の
味
覚
を
収
穫
し
ま
し
た
。

保
育
園
児
は
と
も
し
び
博
物
館
の

ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
五
年
生
は
余

里
に
あ
る
村
有
林
に
て
マ
ツ
タ
ケ
狩

り
を
行
な
い
ま
し
た
。
去
年
は
不
作

で
し
た
の
で
こ
の
体
験
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
マ
ツ
タ
ケ
狩
り
は
今
回

が
初
め
て
と
い
う
児
童
が
大
勢
で
カ

サ
の
開
い
た
マ
ツ
タ
ケ
に
「
こ
れ
っ

て
マ
ツ
タ
ケ
な
の
？
」「
カ
サ
が
開
い

て
も
大
丈
夫
な
ん
だ
。」
と
不
思
議
そ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
帰
り
に

建
設
業
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

建
設
業
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃 

商
工
会
武
石
ク
リ
ー
ン
大
作
戦 

〜
武
石
村
を
き
れ
い
に
〜

〜
武
石
村
を
き
れ
い
に
〜

武石クリーン大作戦

シイタケ狩り

マツタケ狩り

おいしくいただきました

稲刈り交流会
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武
石
村
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
の
移

転
改
築
の
提
案
を
受
け
て
、
議
会
で

は
８
月
20
日
、
議
員
全
員
が
参
加
し

て
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
県

下
３
ヵ
所
の
最
新
就
労
施
設
を
つ
ぶ

さ
に
視
察
見
学
し
て
き
ま
し
た
の
で

報
告
し
ま
す
。

武
石
村
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
は
、村

の
授
産
施
設
と
し
て
昭
和
27
年
に
開

設
さ
れ
、
途
中
改
築
や
増
築
を
行
い
、

平
成
12
年
社
会
事
業
授
産
施
設
に
認

定
を
変
更
し
て
福
祉
的
就
労
を
充
実

さ
せ
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

開
所
以
来
50
年
を
過
ぎ
、
老
朽
化
が

進
み
傷
み
も
多
く
今
日
の
改
築
計
画

と
な
り
ま
し
た
。財
政
状
況
が
厳
し
い

中
で
の
全
面
改
築
で
あ
り
、よ
り
良
い

施
設
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
議
員
全

員
熱
心
に
視
察
と
研
修
を
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
南
佐
久
郡

佐
久
町
の
「
さ
く
ま
ち
共
同
作
業
所
」

で
す
。
施
設
は
主
に
精
神
障
害
者
を

対
象
と
し
て
本
年
３
月
３
日
開
所
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
内
部
は
木
材
が
効

果
的
に
使
わ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

訓
練
室
で
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
箱
つ
く

り
や
廃
油
を
利
用
し
た
石
鹸
つ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
佐
久
町
に

居
住
す
る
障
害
者
が
就
労
ま
た
は
技

術
習
得
の
機
会
を
持
ち
社
会
生
活
へ

の
適
応
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
参
加
と
自
立
を
め
ざ
す
の
が
基

本
で
す
。」
と
、
施
設
長
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
長
野
市
の
長
野
地
域
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
「
森
と
木
」
を
見
学

し
ま
し
た
。
建
設
地
は
、
市
街
地
に

あ
り
住
宅
地
に
溶
け
込
ん
だ
二
階
建

て
耐
火
構
造
で
、
地
域
の
か
か
わ
り

を
大
切
に
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
施
設
は
、
知
的
障
害
者
授

産
施
設
と
し
て
平
成
15
年
１
月
に
オ

ー
プ
ン
し
、
作
業
活
動
と
し
て
入
所
者

の
能
力
に
合
わ
せ
た
活
動
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
、
し
い
た
け
、
野
菜
栽
培
、
ク
ッ

キ
ー
や
ケ
ー
キ
づ
く
り
、木
工
、陶
芸
、

下
請
け
作
業
等
々
の
仕
事
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
施
設
長
か
ら
、
こ
れ
か

ら
施
設
を
建
設
す
る
な
ら
管
理
者
の

立
場
で
な
く
利
用
者
の
立
場
で
作
る

よ
う
に
と
助
言
を
い
た
だ
き
、今
後
は

小
規
模
多
機
能
な
施
設
が
必
要
に
な

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
あ
わ
せ
て
細
部
に

ま
で
配
慮
し
て
あ
り
ま
し
た
。

３
施
設
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
立

地
、
建
設
、
設
備
備
品
な
ど
計
画
全

体
が
利
用
者
本
意
に
考
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
豪

華
で
贅
沢
な
施
設
を
つ
く
っ
て
も
、

実
際
に
利
用
す
る
人
が
不
便
を
感
じ

る
よ
う
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

計
画
の
段
階
か
ら
当
事
者
の
意
見
を

聞
き
、
当
事
者
の
求
め
に
応
じ
た
制

度
を
利
用
し
て
、
使
い
勝
手
の
い
い

施
設
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
し
た
ら
一
段

落
で
な
く
、
常
に
新
し
い
制
度
や
技

術
を
研
修
し
て
運
営
に
生
か
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
作

る
の
は
建
築
物
で
な
く
生
き
て
働
く

施
設
で
あ
る
と
認
識
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
収
穫
で
し
た
。
こ
の
視
察
研

修
の
成
果
を
議
会
活
動
を
通
し
て
福

祉
企
業
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
関
連
福

祉
事
業
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

2 議会全員協議会
5 第4回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会（議長、委員）
11 第2回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会（議長、委員）
16 議会全員協議会
17 上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会小委員会（議長）
20 先進地行政視察（企業センター関係）
24 第5回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会（議長、委員）
25 民生委員推薦委員会（議長）
27 町村議会議員研修会（長野市）
30 第3回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会（議長、委員）

1 議会運営委員会・議会全員協議会
3 上田地域広域議会全員協議会（議長）
5 黒曜石展示、体験館会館式典（議長、長門町）
5 第6回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会（議長、委員）
6 第3回武石村議会定例会招集（21日まで）
15 第4回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会（議長、委員）
21 第3回武石村議会定例会最終日
24 第7回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会（議長、委員）
27 小県郡議員大会決議事項陳情（議長、長野市）
30 第5回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会（議長、委員）

5 議会全員協議会
7 第8回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会（議長、委員）
15 第6回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会（議長、委員）
15 長野県町村議会議長会定例総会（議長、長野市）

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
改
築
に
と
も
な
う

議
会
先
進
地
行
政

視
察
報
告

る
と
の
見
通
し
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
見
学
し
た
の

は
、
同
じ
長
野
市
の
川

中
島
に
あ
る
長
野
市
障

害
者
支
援
施
設
「
ハ
ー

モ
ニ
ー
桃
の
郷
」で
す
。

平
成
15
年
４
月
約
６
億

６
千
万
円
を
か
け
て
建

設
さ
れ
た
鉄
筋
三
階
建

て
の
大
型
複
合
福
祉
施

設
で
、
一
階
に
知
的
、

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
二
階

に
精
神
障
害
者
の
通
所

授
産
施
設
と
地
域
生
活

セ
ン
タ
ー
、
三
階
に
障

害
者
相
談
支
援
施
設
を

そ
な
え
た
長
野
市
の
拠

点
施
設
で
す
。
内
部
は

ゆ
っ
た
り
余
裕
を
持
っ

て
作
ら
れ
て
お
り
、そ

9月

8月

10月

議会の動き

「ハーモニー桃の郷」視察の様子
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キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
で
す
。
自

分
の
大
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
一
生
懸
命
写
し
て
指
導
員
に

見
せ
に
く
る
そ
の
顔
は
と
て
も

誇
ら
し
げ
で
す
。
ほ
か
に
も
各

家
庭
か
ら
集
め
ら
れ
た
空
き
箱

で
野
球
ゲ
ー
ム
や
ゴ
ル
フ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い

る
子
も
い
ま
す
。
何
か
と
す
ぐ

け
ん
か
を
し
て
し
ま
う
子
ど
も

た
ち
が
、
バ
ザ
ー
当
日
に
来
て

も
ら
っ
た
人
に
ど
う
す
れ
ば
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
根
気
よ
く
相
談

を
し
あ
う
姿
は
と
て
も
ほ
ほ
え

ま
し
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る
品

物
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
ま
す
の
で
、

農
協
祭
当
日
は
、
ど
う
ぞ
ピ
ー

タ
ー
パ
ン
の
テ
ン
ト
に
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

と
静
養
室
、
会
議
室
、
地
域
交
流

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
て
お
り
、

作
業
棟
と
管
理
棟
二
つ
の
建
物
を

屋
根
の
あ
る
中
廊
下
で
つ
な
ぐ
方

式
で
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
体

に
段
差
が
無
く
、
明
る
く
広
く
余

裕
を
も
っ
た
つ
く
り
で
、
現
在
の

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
の
機
能
だ
け

で
な
く
、
精
神
障
害
者
等
が
社
会

復
帰
を
め
ざ
す
就
労
訓
練
施
設
の

機
能
も
あ
わ
せ
て
取
り
入
れ
、
障

害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ん

な
人
で
も
快
適
に
は
た
ら
く
こ
と

が
で
き
る
多
機
能
就
労
施
設
に
生

ま
れ
変
わ
る
予
定
で
す
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
は

皆
さ
ん
に
お
披
露
目
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

築
五
十
年
を
越
え
る
福
祉
企

業
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
は
、
古
く

な
っ
て
壁
に
ひ
び
が
入
っ
た
り
、

段
差
が
あ
っ
た
り
、
室
内
が
暗
く

狭
か
っ
た
り
で
、
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
方
が
働
く
施
設
と
し
て

使
い
勝
手
が
良
い
と
は
言
え
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

村
で
は
、
平
成
十
六
年
度
中

に
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
の
新
築
を

計
画
し
、
九
月
議
会
で
実
施
予
算

を
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現

在
、
ふ
れ
あ
い
に
働
く
作
業
員
や

福
祉
施
設
職
員
、
障
害
者
当
人
や

家
族
会
、
福
祉
専
門
職
や
大
学
関

係
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
に
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
施
設
を

目
指
し
て
計
画
の
仕
上
げ
に
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

建
設
予
定
地
は
、
下
武
石
の

株
式
会
社
ミ
ヤ
シ
タ
跡
地
で
、
十

分
な
広
さ
と
交
通
の
便
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
武
石
村
だ
け
で
な
く
広

域
的
な
利
用
も
考
え
ら
れ
る
場
所

で
す
。

新
し
い
施
設
は
、
総
床
面
積

千
五
十
二
�
、
五
つ
の
作
業
室

〜
新
し
い
施
設
が
で
き
ま
す

来
年
四
月
オ
ー
プ
ン
予
定
〜

現在の福祉企業センター

 

故  

塩
入
袈
裟
親 

病
気
故
飲
み
た
き
酒
も
禁
じ
ら
れ
先
の
短
き
命
長
ら
う 

※
あ
し
あ
と
の
第
一
歌
集
に
は「
淋
し
さ
に
幾
年
月
を
流
れ
来

て
煩
ら
う
事
の
無
き
性
と
な
る
」、第
二
歌
集
に
は「
誰
も

か
も
黄
泉
の
旅
路
は
ま
だ
来
ぬ
と
思
ひ
ゐ
る
よ
り
早
き
も

の
か
は
」、第
四
歌
集
に
は「
丈
夫
だ
ね
と
し
ば
し
ば
人
に

云
わ
れ
来
て
齢
重
ね
し
今
を
よ
ろ
こ
ぶ
」と
そ
れ
ぞ
れ
に
詠

ま
れ
て
い
る
。 

 

宮
原
　
正
愛 

朝
の
湿
り
足
裏
に
や
は
き
庭
に
立
つ
カ
タ
ク
リ
の
花

は
夢
を
見
て
を
り 

※
三
国
玲
子
は「
昼
ふ
け
し
光
あ
つ
ま
る
か
た
く
り
の
花
は

反
り
つ
つ
み
な
風
ぐ
る
ま
」と
詠
ん
だ
。「
嫉
妬
」と
よ
く
聞

く
が
、「
初
恋
」、「
さ
び
し
さ
に
耐
え
る
」の
花
言
葉
も
。朝

露
に
下
向
き
に
咲
く
姿
が
近
い
よ
う
に
も
遠
い
よ
う
に
も

見
て
取
れ
る
。 

 

翠
川
　
巳
善 

や
わ
ら
か
に
つ
る
の
ば
し
ゆ
く
ア
レ
チ
ウ
リ
三
日
み

ぬ
土
手
お
お
い
つ
く
せ
り 

※
荒
地
瓜
。
名
前
の
由
来
は
荒
地
に
生
え
る
ウ
リ
の
意
味
。

味
気
な
く
も
思
え
る
姿
形
は
驚
く
程
に
た
く
ま
し
い
。「
や

わ
ら
か
に
」が
生
き
て
い
る
。 

  

宮
下
　
貞
枝 

美
し
き
紅
葉
を
み
つ
め
道
に
立
つ
都
会
の
友
に
知
ら

せ
ん
と
見
る 

※
ど
う
伝
え
た
の
だ
ろ
う
か
。紅
葉
の
数
ほ
ど
に
色
々
な
思
い

が
浮
か
ん
で
も
、手
元
に
残
る
も
の
は
少
な
い
。
色
づ
き
は

じ
め
る
前
の
言
葉
を
押
し
葉
に
し
た
よ
う
な
歌
だ
。 

  

脇
村
　
静
代 

バ
ラ
の
花
夜
の
銀
座
に
売
り
居
た
る
少
年
の
姿
梅
雨

入
り
に
恋
ふ 

※
前
首
に「
武
石
よ
り
分
け
て
く
れ
た
る
白
バ
ラ
は
吾
を
見

守
る
亡
き
母
の
ご
と
し
」
と
も
あ
る
。ド
ラ
マ
に
思
い
を
馳

せ
て
み
る
と
、意
外
な
と
こ
ろ
で
意
外
な
顔
に
出
く
わ
す
。

お
の
ず
と
そ
れ
は
自
分
の
顔
だ
っ
た
り
す
る
。 

あしあと短歌会編集事務局選 

今
回
は
以
前
発
行
し
た
「
あ
し
あ
と
」
巻
三
一
一
の
中
か
ら 

五
首
を
選
び
ま
し
た
。 

バザーに来てね

【連盟旗争奪戦の結果】 
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2

七ヶクラブ 

市之瀬フレンド 

小沢根 

薮合ダンディーズ 

下本入 

上本入東部 

余里 

上本入西部 

鳥屋 

堀ノ内スターウォーズ 

沖 

トータス2000 

キングエコーズ 

片羽クラブ 

順
位 チーム名 
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十
月
五
日
に
中
央
公
民
館
で
武
石

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
旗
争
奪
戦
お

よ
び
村
長
杯
争
奪
戦
の
閉
幕
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
に
開
幕
し
た
連
盟
旗
争
奪
戦

で
は
、
七
ヶ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
全
勝

優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
勢
い
に
乗
っ

て
、
村
長
杯
争
奪
戦
も
順
調
に
勝
ち

進
み
、
決
勝
で
小
沢
根
チ
ー
ム
を
破

り
み
ご
と
に
優
勝
し
ま
し
た
。

【
村
長
杯
争
奪
戦
の
結
果
】

優
　
勝

七
ヶ
ク
ラ
ブ

準
優
勝

小
沢
根

第
三
位

市
之
瀬
フ
レ
ン
ド

た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
を
摘

み
、
な
べ
で
煮
て
、
そ
の
煮
汁

で
染
め
た
ひ
も
も
あ
り
ま
す
。

染
め
上
が
っ
た
ひ
も
を
み
て
子

ど
も
た
ち
は
そ
の
鮮
や
か
な
黄

色
に
び
っ
く
り
。
色
が
つ
い
て

売
っ
て
い
る
も
の
よ
り
も
、
自

分
た
ち
の
手
で
染
め
た
も
の
の

方
が
、
な
ん
だ
か
と
て
も
明
る

く
温
か
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
男
の
子
に
も
女
の
子
に
も

大
人
気
な
の
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
板
に
好
き
な
絵
を
描
い
て
オ

ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
い
た

児
童
相
談
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
虐

待
相
談
が
こ
の
十
年
で
二
十
倍
に
増

え
、
平
成
十
四
年
度
に
は
、
約
二
万

四
千
件
に
上
る
な
ど
虐
待
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。

虐
待
に
対
す
る
社
会
の
関
心
が
高

ま
り
、以
前
は
潜
在
化
し
て
い
た
も
の

が
相
談
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
事

情
は
あ
り
ま
す
が
、
虐
待
そ
の
も
の

が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
最
近
の
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
密

室
の
育
児
」「
弧
育
て
」
と
い
う
言
葉

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
都
市
化
・
核

家
族
化
に
と
も
な
う
親
の
孤
立
が
そ

の
最
大
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

虐
待
は
身
体
的
虐
待
と
ネ
グ
レ
ク

ト
（
養
育
の
拒
否
・
怠
慢
）
さ
ら
に

性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
の
四
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
身
体
的
虐
待
は
、

殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る

な
ど
の
身
体
に
加
え
ら
れ
る
虐
待
。

ネ
グ
レ
イ
ト
は
長
時
間
に
わ
た
っ
て

食
事
を
与
え
な
い
、
極
端
に
不
潔
な

環
境
で
生
活
さ
せ
る
、
幼
い
子
ど
も

を
置
い
た
ま
ま
度
々
外
出
す
る
、
子

ど
も
が
登
校
を
望
ん
で
い
る
の
に
登

校
さ
せ
な
い
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て

も
医
療
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど
の
養

育
態
度
。
性
的
虐
待
は
、
性
的
行
為

を
強
要
す
る
、
性
的
行
為
を
見
せ
る

な
ど
子
ど
も
の
性
的
権
利
を
侵
害
す

る
行
為
。
心
理
的
虐
待
は
、
子
ど
も

の
存
在
や
自
尊
感
情
を
否
定
す
る
よ

う
な
暴
言
や
、
兄
弟
間
の
極
端
な
差

別
、
無
視
な
ど
子
ど
も
の
心
を
著
し

く
傷
つ
け
る
行
為
を
さ
し
ま
す
。

「
虐
待
と
は
、
子
ど
も
の
心
身
の

成
長
・
発
達
に
著
し
く
有
害
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
行
為
」
と
い
え
ま
す
。

た
と
え
愛
情
が
あ
っ
て
も
、
ま
た

親
が
し
つ
け
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も

結
果
的
に
親
の
言
動
が
子
ど
も
の
心

身
の
成
長
、
発
達
に
有
害
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
虐

待
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
虐
待
で
あ
る
か
ど
う
か

は
、
親
の
事
情
と
は
一
切
関
わ
り
な

く
、
子
ど
も
の
視
点
か
ら
判
断
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
で
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る

家
庭
の
周
囲
の
人
が
気
を
つ
け
、
ま

た
、学
校
に
お
い
て
も
、こ
ま
め
に
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
把
握
し
、
そ
の

変
化
を
見
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人権教育紙上講座
№332

教育委員会
同和対策室

ど
う
防
ぐ
・
児
童
虐
待

早
期
発
見
の
手
だ
て

武
石
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟 

　
　
連
盟
旗
争
奪
戦
・
村
長
杯
争
奪
戦 

十
一
月
の
バ

ザ
ー
を
控
え
、

ピ
ー
タ
ー
パ
ン

の
子
ど
も
た
ち

は
今
工
作
に
励

ん
で
い
ま
す
。

お
家
で
余
っ
て

い
る
毛
糸
や
き

れ
い
な
色
の
紐

を
編
ん
で
腕
に

つ
け
る
ミ
サ
ン

ガ
や
、
携
帯
ス

ト
ラ
ッ
プ
な
ど

が
毎
日
ど
ん
ど

ん
作
ら
れ
て
い

き
ま
す
。

そ
の
材
料
の

中
に
は
、
夏
に

み
ん
な
で
植
え
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最
近
、少
年
に
よ
る
事
件
等
が
憂
慮

さ
れ
る
こ
と
か
ら
九
月
二
十
二
日
長

野
県
少
年
鑑
別
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

十
四
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
少
年

を
最
高
八
週
間
収
容
し
、
ど
う
し
た

ら
健
全
な
少
年
に
立
ち
直
ら
せ
る
こ

と
が
出
来
る
の
か
解
明
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
非
行
化
さ
せ
な
い
た
め
に

は
親
と
子
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。

り
ん
ど
う
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演

奏
の
披
露
が
あ
り
、
利
用
者
さ
ん
は

知
っ
て
い
る
曲
を
口
ず
さ
ん
で
楽
し

み
ま
し
た
。

九
月
二
十
八
日
、
村
老
連
に
よ
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
十
一
チ
ー
ム
参
加
し
、
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
上
本
入
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
沖
　
チ
ー
ム

第
三
位
　
七
ヶ
Ｂ
チ
ー
ム

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

大
正
琴
演
奏

―
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
披
露
―

りんどう会のみなさん

結婚相談日
◇期日　11月8日(月)
◇時間　午前9時から12時
◇場所　丸子町福祉センター
※社協で常時受付できます

心配ごと相談日
◇期日　11月8日(月)
◇時間　午前9時から12時
◇場所　老人センター

補聴器相談日
◆つかだ補聴器
◇期日　11月10日(水)
◇時間　午後1時～2時
◇場所　老人センター
◆信濃補聴器
◇期日　11月17日(水)
◇時間　午前10時～12時
◇場所　老人センター

老連役員研修会
◇期日　11月17日(水)～18日(木)
◇時間　午後1時30分発
◇場所　湯田中「水明館」

更
生
保
護
女
性
会

視
察
研
修

村
老
連

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●フエィジョン●
（豆のにんにく風味の煮物）

〈材料〉

・フエィジョン（うずら豆に似た豆）……………… 150～200g

・にんにく………1～2かけ　　　・サラダ油………大さじ2～3

・塩………………小さじ1～21

〈作り方〉

①豆は半日くらい水につけておく

②にんにくは細かく切っておく

③①の豆を水を加えて圧力鍋に入れ、沸騰したら弱火にして15～20分間煮る。

鍋が冷めるまでおく。

④フライパンに油を熱し、にんにくを炒めて香が出たら③の豆をお玉で2～3杯入

れて塩で味をつけ、圧力鍋に戻す。鍋を火にかけてことこと煮る

⑤味がなじんだら、器に盛ったご飯にかけていただく。

※フエィジョンはブラジルの食材店で購入できます。日本で言うと、うずら豆み

たいです。豆によって柔らかくなる時間が違うので、過熱する時間は加減して

ください。

●コメント……ブラジルの家庭料理です、ぜひお試しください。

息子の雄太も大好きです
山賀マユミさんと雄太くん

（薮合）
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生
活
習
慣
病
（
注
）
の
一
次
予
防
を

重
視
し
、
二
〇
一
〇
年
度
を
目
標
年
次

と
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
武

石
村
健
康
づ
く
り
計
画
」
の
”健
康
た

け
し
21
“
が
完
成
し
た
こ
と
は
、
八
月

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
月
号
か

ら
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
、

武
石
村
の
死
亡
状
況
で
す
。

死
亡
の
六
六
・
六
％
が
生
活
習

慣
病
、
血
管
を
守
る
こ
と
が

益
々
重
要
！

平
成
五
年
か
ら
十
四
年
ま
で
の
十
年

間
の
死
亡
状
況
は
、
死
亡
者
総
数
四
百

四
十
三
人
の
う
ち
、
三
大
死
因
（
悪
性

新
生
物
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
）
で

の
死
亡
が
、
二
百
九
十
五
人
で
全
体
の

六
六
・
六
％
（
全
国
五
九
・
九
％
）
を

占
め
ま
す
。
死
因
の
第
一
位
は
悪
性
新

生
物
（
二
六
・
二
％
）
で
す
が
、
血
管

の
病
気
（
脳
血
管
疾
患
と
心
疾
患
）
が

四
〇
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に

女
性
は
、
脳
血
管
疾
患
・
心
疾
患
と
も

悪
政
新
生
物
を
上
回
っ
て
お
り
、
男
女

と
も
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
血
管
を
ま
も
る
こ
と
が
益
々
重
要

で
す
。

早
世
予
防
か
ら
見
る

死
亡
状
況
は
？

六
十
四
歳
以
下
の
死
亡
（
早
世
と
い

う
）
の
五
〇
％
が
生
活
習
慣
病
で
す
。

そ
の
内
悪
性
新
生
物
が
二
九
・
二
％
を

占
め
、
第
一
位
で
、
脳
血
管
疾
患
に
よ

る
死
亡
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
心
疾

患
に
よ
る
死
亡
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
、
自
殺
が
第
二
位
で
二
〇
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

早
世
予
防
に
お
け
る
悪
性
新
生
物
の

基
本
的
な
考
え
方
は
、
発
が
ん
年
齢
を

遅
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

”が
ん
の
原
因
の
三
五
％
は
偏
っ
た
食

生
活
、
三
〇
％
は
喫
煙
が
関
与
！
“
と

健康センター
通信11月号

保健福祉課
℡85-2067

11月11日 木 糖尿病教室 午前10:00～11:30

16日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

食生活改善推進協議会 午前 9:30～午後1:30

17日 水 1歳児教室 午前 9:20～ 9:30(受付)

18日 木 料理教室(パセリグループ) 午後 1:15～ 4:00

19日 金 健康管理推進委員会 午後 1:30～ 3:30

20日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

25日 木 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00

26日 金 3歳児教室 午前 9:50～10:00(受付)

30日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

12月1日 水 赤ちゃん教室 午前 9:50～10:00(受付)

3日 金 男性料理教室 午前10:00～午後1:00

5日 日 親子料理教室 午前 9:30～午後1:00

7日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

9日 水 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00

10日 金 予防接種(三種混合②) 午後 1:15～1:30(受付)

11月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

言
わ
れ
る
よ
う
に
発
生
要
因
で
あ
る
食

事
や
喫
煙
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
が
必

要
で
す
。

（
注
）
生
活
習
慣
病
と
は

食
生
活
、
運
動
、
休
養
、
喫
煙
、
飲

酒
な
ど
の
日
常
生
活
習
慣
の
あ
り
方

が
、
心
身
の
健
康
状
態
を
悪
化
す
る
こ

と
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
し

て
と
ら
え
ま
す
。
病
気
と
し
て
は
、
糖

尿
病
、
循
環
器
疾
患
（
心
疾
患
、
脳
卒

中
等
）、
悪
性
新
生
物
、
歯
周
病
な
ど

が
そ
の
代
表
で
す
。

平
成
十
年
か
ら
十
四
年
の
五
年
間
で

の
死
因
別
男
女
別
の
死
亡
数
を
見
る

と
、
第
一
位
が
悪
性
新
生
物
で
特
に
男

性
は
女
性
の
二
・
四
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。
死
因
の
第
二
位
は
心
疾
患
、
次
い

で
脳
血
管
疾
患
で
す
。
心
疾
患
、
脳
血

管
疾
患
と
も
女
性
が
男
性
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
殺
者
が
五
年
間
で

九
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
図
１
）

「
健
康
た
け
し
21
を
読
む
」

そ
の
①
　
武
石
村
の
死
亡
状
況
は
…
？

50 
45 
40 
35 
30 
25 
20 
15 
10 
5 
0

（人） 

その他 老衰 不慮の 
事故 

自殺 肺炎 
気管支炎 

脳血管 
疾患 

心疾患 悪性 
新生物 

死亡数（男） 死亡数（女） 

【図１】死因別男女別死亡者数（平成10年～14年　男：136 女：110 計：246人）
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公
的
年
金
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト 

○終身保障………老齢年金は受け始めてから亡くなるまで生涯
　　　　　　　　支給されます。 
○物価スライド…年金額は、物価の変動により調整され、将
　　　　　　　　来にわたって年金の実質的価値を維持します。 
○国庫負担………基礎年金（国民年金）を支払う費用の3分
　　　　　　　　の1を国が負担しています。 
○税制上の優遇…納めた保険料は、全額社会保険料控除の対
　　　　　　　　象となっています。 
○国の運営………社会全体で世代間扶養を行なう仕組みをと
　　　　　　　　っている公的年金は国が責任をもって運営
　　　　　　　　しています。 

　公的年金は、国民一人ひとりの老後の生活を国全体で支えていく制度
です。その基本となるのが、国民年金です。 
　国民年金はすべての人に共通の「基礎年金」を給付することを目的と
しています。 
　その費用は、日本に住所のある20歳以上60歳未満のすべての人が加
入し、保険料を負担することで賄われています。これは公的年金が「世
代と世代の支え合い」という世代間扶養の考えで成り立っているからです。 
　この機会に、年金についてもう一度考えてみませんか。 

●寝たばこは絶対やめる 
●ストーブは、燃えやすいもの 
　から離れた位置で使用する。 
●ガスこんろなどのそばを離れ 
　るときは、必ず火を消す。 
  
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置する 
●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防災製
品を使用する 
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
器等を備える 
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる 

明日のあなたを考えて・・・年金はあなたが主人公です 

１１月6日から１2日は年金週間です １１月6日から１2日は年金週間です １１月6日から１2日は年金週間です 

　道路交通法改正（平成16年11月１日施
行予定）により、運転中に携帯電話を手
で持って通話したり、メールの送受信等
のために画像を見たりした場合、罰則の
対象となります。 
 
 
 
 
 
 
 
●走行中は電源を切るか、ドライブモー
ドにしましょう。 
●使用の際は、安全な場所に車を停止さ
せましょう。     

運転中、携帯電話 

使いまい宣言 
キャンペーン 

秋の火災予防週間 
【11月9日～11月15日】 

住宅火災　いのちを守る　7つのポイント 

―3つの習慣・4つのポイント― 

「火は消した？ 
　　　いつも心に 
　　　　　きいてみて」 

3
つ
の
習
慣 

4
つ
の
対
策 

◇と　き　平成16年11月13日（土） 
　　　　　午後1時30分から4時 
◇ところ　上田信用金庫本店「しんきんホール」 
  
◇内　容　佐賀県伊万里市における、ＮＰＯ、佐賀大

学、市民団体、行政の連携したごみ問題へ
の取り組みについての公演 

  
　　福田敏明（ふくだ　としあき）さん 
　　　（ＮＰＯ法人　伊万里はちがめプラン理事長） 
　　染谷　孝（そめや　たかし）さん 
　　　（佐賀大学農学部助教授） 
 　 
◇お問い合わせ 
　上田地域広域連合 
　ごみ処理広域化推進室 
　TEL23-2104

上小地域のごみ問題を 
考えるシンポジウム 

☆入場料は無料です☆ 

大型車 

普通車・二輪車 

原付車 

7,000円 

6,000円 

5,000円 

反則金 点数 

1点 

つか せんげん 

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
学
校
開
放
祭
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◇
受
付
期
間

平
成
16
年
11
月
１
日
か
ら

平
成
17
年
１
月
11
日
ま
で

◇
受
験
資
格

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中

学
校
卒
業
予
定
者
（
卒
業
見
込
み
を

含
み
ま
す
）

◇
試
験
日

平
成
17
年
１
月
15
日（
土
）

◇
試
験
場

上
田
市
（
予
定
）

◇
生
徒
の
待
遇

・
身
分
…
特
別
国
家
公
務
員

・
高
等
教
育
…
入
隊
と
同
時
に
高
等

学
校
（
通
信
制
）
入
学
、
高
等
学

校
卒
業
資
格
を
取
得
（
３
年
間
）、

就
業
年
限
は
４
年
、
修
了
時
３
等

陸
・
海
・
空
曹
に
昇
任
、
将
来
の

専
門
技
術
者
を
養
成

・
手
当
…
初
任
給
月
給

１
５
２，

３
０
０
円

ボ
ー
ナ
ス
年
２
回

・
休
暇
休
日
…
週
休
２
日
制
、
祝
日
、

春
夏
冬
に
一
定
期
間
の
休
暇

・
衣
食
住
…
駐
屯
地
（
基
地
）
で
生

活
、
宿
舎
は
無
料
、
食
事
と
一
部

被
服
等
は
支
給
ま
た
は
貸
与

◇
志
願
者
類

志
願
票
、
受
験
票
、
写
真
３
枚

◇
自
衛
隊
生
徒
説
明
会

・
日
時
…
平
成
16
年
11
月
３
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
30
分

平
成
16
年
11
月
21
日（
日
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
30
分

・
場
所
…
自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

◇
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

℡
22
‐
５
２
６
７

◇
訓
練
期
間

１
年
間
（
平
成
17
年

４
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
）

◇
募
集
科
名

Ｎ
Ｃ
機
械
科
、
電
気

工
事
科
、
画
像
処
理
印
刷
科
、
木

造
建
築
科

◇
募
集
定
員

各
課
と
も
20
名

◇
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
（
ま

た
は
同
等
）
以
上
の
方

◇
願
書
受
付

平
成
16
年
11
月
１
日

（
月
）〜
11
月
15
日（
月
）

◇
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
長
野
技
術
専
門
学
校

（
℡
０
２
６
‐
２
９
２
‐
２
３
４
１
）

◇
補
助
対
象
者

集
熱
器
の
総
面
積

75
�
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

を
設
置
さ
れ
る
方

◇
補
助
金
額

集
熱
器
の
総
面
積
に

応
じ
た
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
補
助
の
目
安：

６
�
で
約
10
万

円
、
75
�
で
約
１
２
５
万
円

な
お
、
住
宅
以
外
の
建
物
に
設

置
す
る
場
合
も
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

太
陽
光
利
用
部
（
℡
０
３
‐
５
２
７

５
‐
９
５
６
６
）

里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
養
育
で
き
な
い
子
ど

も
を
個
人
の
家
庭
に
預
け
て
、
そ
の

暖
か
い
愛
情
と
家
庭
的
環
境
の
中
で

子
ど
も
を
養
育
す
る
制
度
で
す
。
そ

の
よ
う
な
子
ど
も
さ
ん
に
理
解
の
あ

る
方
、
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

里
親
に
な
り
た
い
方
、
里
親
制
度

に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
役
場
保

健
福
祉
課
（
85
‐
２
０
６
７
）、
小
県

福
祉
事
務
所
（
25
‐
７
１
２
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11月 11月 
自
衛
隊
生
徒
募
集

10月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

長
野
技
術
専
門
学
校

生
徒
募
集

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

補
助
制
度
応
募
受
付
中

里
親
の
募
集
を
し
ま
す

〜
里
親
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か
〜

丸子町・長門町・武石村・和田村
合併協議会より新市の名称募集
丸子町・長門町・武石村・和田村合併協議会では、

新市の名称を平成16年11月22日まで募集していま
す。 応募はどなたでもでき、1人１点までです。詳
しい内容については、11月１日発行の合併協議会だ
より（第3号）をご覧ください。

◇期日 平成16年11月6日（土）
◇時間 午前9時から午後1時まで
◇内容 施設見学と親子物作り教室（無料）
▼教室名 ▼定員組数
竹筒の寄植とワラボッチ作り 30組
焼杉のプランターとまな板作り20組
銅板のコースター作り 25組
タイルはりのお盆と手形作り 20組
花台用椅子作り 20組
花瓶敷用畳作り 15組
手提げかごと紙入作り 15組

※受付は先着順とし定員になり次第締切です。
※子どもは小学生以上で、親子同伴です。
※その他　実演と「おでん」等あり（無料）
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